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研究成果の概要（和文）：地球規模での生物多様性の危機を解決する有効な手法として、ICT(情報通信技術)を
活用した市民科学は欧米では著しく進展している。しかし、日本では実践事例が極めて少ないため、本研究では
日本の生物多様性の保全に資する3つの市民科学プロジェクトを国内外の多様な組織や市民と連携して開発・実
践した。
3つのプロジェクトは、(1)WebとAIを活用した国際連携による大陸レベルの種の多様性、(2)汎用性のあるスマホ
のアプリを活用した河川の外来植物調査、(3)流域市街地を対象としたグリーンインフラ(生態系のもつ機能)を
活用した市民協働による洪水防止のアプリの開発と実践で、得られた結果の解析と評価を行い、公表した。

研究成果の概要（英文）：Citizen science using information and communication technology (ICT) as an 
effective method to solve the global biodiversity crisis has made remarkable progress in Europe and 
the US. However, there are very few practical examples in Japan. Therefore, in this study, we 
developed and implemented three citizen science projects that contribute to the conservation of 
biodiversity in Japan in collaboration with various organizations and citizens in Japan and abroad. 
The three projects are: 1) continental-level species diversity through international collaboration 
using the Web and AI, 2) survey of invasive alien plants in rivers using a versatile smartphone app,
 and 3) flood prevention through citizen collaboration using green infrastructure (functions 
possessed by ecosystems) targeting urban areas in a watershed. These projects were developed and put
 into practice, and the results obtained were analyzed, evaluated, and published.

研究分野： 保全生物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
種の多様性のデータベースを提供する“City Nature Challenge”を世界の都市と連携し、3年間実施した。2021
年には世界の419都市の5万人が参加し、同定された4万5種は国際生物多様性データベースに登録され、市民科学
の意義を明らかにした。河川敷の外来植物調査のアプリは多様な組織との共創で実施し、行政や研究者のデータ
を補完する面的な知見を得た。また、住民と協働し、個人の庭の雨水の流失と浸透性能を明らかにできる市民科
学プログラムを作成し、実践した。研究成果は学術誌に発表し、また、国内外の市民科学の情報収集や視察から
得た成果を基に、市民科学の日本で最初の包括的な著書を執筆した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
生物多様性の損失は最も緊要な解決が迫られている地球規模の環境問題の一つである。生物

多様性の損失を阻止するには、生態系を構成する主要な種の時空間的な分布、変動、移動などを
明らかにする必要があるが、その達成は、従来の研究者や行政による限定的な調査研究だけでは
人的、時間的、資金的な制約により困難である。これらの制約を克服する方策として、市民科学
が注目されている。 
市民科学とは、「科学を職業としない全ての一般の人々(市民)が、自分の知力、時間、エネル

ギー、リソースを用いて、科学研究のプロセスに関わること」である。多くの場合、研究者や社
会の多様な組織と連携して行われる。特に、ICT を活用した市民科学は、広域的、長期的なモニ
タリングを可能にし、欧米では、過去 20 年間で、その対象分野、規模、手法、速度、量と質に
おいて、それ以前の市民科学と比べて格段の飛躍が見られ、市民科学の新たな時代の幕開けとな
った。また、SNS の利用により市民と企画者、専門家との双方向の情報交換を可能とし、参加す
る市民の関心、知識、意欲を高める科学教育に寄与している。さらに、得られた成果は課題解決
にも貢献している。しかし、日本では、ICT を活用した市民科学は開始されたばかりである。 
 
２．研究の目的 
以下の 2つを主な目的とした。 

(1) 欧米の市民科学、特に、ICT を活用した市民科学の論文や実践事例を収集した。また、ICT を
用いて市民科学プロジェクトを実践している米国とカナダの組織を視察し、企画者や科学者
と意見交換の機会をもち、日本の市民科学の発展に役立つ情報を収集した。また、国際連携
による種の多様性のプロジェクトを協働で行うため、ロサンゼルス自然史博物館の関係者を
訪問し、実施の在り方について協議した。また、アジアで ICT を用いた市民科学を推進して
いる香港の多様な組織も視察した。さらに、パラオ共和国で初めての市民科学プロジェクト
を、パラオの政府機関、米国の組織と連携した実施することを目的とした。 

(2) 生物多様性の危機とその課題解決につながる市民科学プロジェクトとして、ICT を用いた種
および生態系を対象とし、空間レベルを異とする 3プロジェクトを開発、実践することを目
的とした。3つのプロジェクトは、①大陸レベルの種の多様性の市民科学プロジェクト、②
河川敷の外来植物の市民科学プロジェクト、③流域市街地におけるグリーンインフラを活用
した市民協働による洪水被害低減のアプリの開発と実践である。得られたデータの一部は市
民と共に整理、解析し、書籍、学術誌、一般誌や学会などで発表することを目的とした。ま
た、プロジェクトの参加者の技術、知識、関心、態度や行動変化を多様な手法で評価し、次
のプロジェクトへの改善につなげることを目的とした。 

 
３．研究の方法 
3 つのプロジェクトは以下の方法で実施した。 

(1) 大陸レベルの種の多様性の市民科学プロジェクト 
研究代表者と協力者は、大陸レベルでの種の多様性のデータを提供するグローバルな市民科

学プロジェクトである”City Nature Challenge”（CNC）において、東京のオーガナイザーを務
めた。主催団体であるロサンゼルス自然史博物館とカリフォルニア州立自然史博物館、世界の都
市のオーガナイザーと連携し、プロジェクトを実施した。2018 年から 2021 年の 4年間、東京の
参加者に向けて、WEB サイトの開設、観察・同定マニュアルの作成、イベントとオンラインプロ
グラムを実施した。イベントは、2018 年～2019 年は対面、2020 年～2021 年はオンラインで実施
した。得られた生物や参加者に関する評価は多様な解析手法を用いて行った。 
 

(2) 河川敷の外来植物の市民科学プロジェクト 
2018 年から 2020 年の春と秋に、研究代表者が中心となって、世田谷区二子玉川の市民、複数

の大学の大学生、地域組織、NPO などとプログラムの企画委員会を組織した。企画委員会では、
汎用性のあるフィールドデータの収集アプリである ArcGIS・Survey123(ESRI ジャパン株式会社)
を用いて、収集した外来植物データをマップ化・共有化できる“スマホを用いた多摩川水辺外来
植物さがし”のプログラムを作成し、参加者を募集した。参加者は、多摩川中流域の河川敷にて、
同定した植物の群落特性、位置情報、写真をスマホで送信した。得られたデータは参加者と共有
すると共に、外来種の時空間的な分布と変動を把握し、環境因子の影響を評価した。 
 
(3) 流域市街地を対象としたグリーンインフラを活用した洪水被害低減のアプリの開発と実践 
戸建て住宅の庭を対象として雨水流出抑制への寄与度を把握する調査・診断ツールを市民と

の協働調査に基づき開発した。これらのツールは、世田谷区住宅地内の雨水排水系統に沿った個
人住宅の庭に適用した。 
 

４． 研究成果 



(1) 大陸レベルの種の多様性の市民科学プロジェクト 
イベントでは、対面開催の場合には実施会場周辺、オンライン開催の場合には各人の自宅や職

場周辺において、生物を観察し、撮影した生物の写真をアプリにて位置情報と共に送信してもら
った。得られた情報は即座にマッピングされ、参加者間で情報共有を行った。コロナ禍初期の
2020 年は、外出自粛間の息抜きとして、多数の参加があった(Kishimoto and Kobori,2021)。 
2018 年度に実施した CNC の参加者アンケート調査を分析した結果、本活動を通して参加者が

生き物を身近に感じ、また、国際的なプロジェクトであることを実感している人ほど満足度が高
かった。また、海外の参加者の意識と比較をした結果、日米において、地元の自然について理解
できたと感じた人ほど、今後も継続して同活動に参加する意欲が高いことが明らかにされた
（Sakurai et.al.,2022）。得られた観察記録は、世界の 500 万人の iNaturalist の登録メンバー
である研究者、ナチョラリスト、市民が、AI によるサポートを受けながら種を同定した。種名
が同定されたデータは、位置情報や時間情報などのメタデータと共に国際的な生物多様性デー
タベース（GBIF）に登録され、オープンデータとして研究者をはじめ誰でも利用が可能となった。 
 
(2) パラオ共和国でのプロジェクトの実施 
研究代表者は、プロジェクトの 3名の企画者の一人として、パラオ共和国では初めてとなるス

マホアプリを用いた市民科学プロジェクトを企画した。パラオ共和国の州政府、博物館、短大、
高校などの地域組織と日本と米国の大学、スミソニアン自然史博物館などの国際連携によって、
iNaturalist を用いた現地の言語による WEB サイトを開設し、2019 年 6 月に Ngardok 自然保護
区で市民科学のイベントを実施した。地域住民、高校生などの参加者がアプリを用いて収集した
生物データはマッピングされ、ラムサール条約の登録地となっている保護区での生物多様性の
基礎情報を提供し、環境保全教育にも活用されている(小堀ら、2020)。 
 
(3) 河川敷の外来植物の市民科学プロジェクト 
2018 年から 2020 年の春と秋に実施した河川敷の外来植物の市民科学プロジェクトは、述べ参

加者数が 327 名、延べ送信データ数が 1,039 件，延べ有効送信データ数が 827 件（約 80%）に及
んだ。データはマップとして可視化ができ、外来種の時空間的な分布と変動を把握できた。本調
査地は、2019 年秋の台風 19 号による記録的な集中豪雨による浸水と、上流から流入した大量な
砂と砂利が長期間にわたり堆積して裸地となるという洪水攪乱を経験したにもかかわらず、そ
の後 1年で外来植物（アレチウリ、アメリカセンダングサ、オオブタクサ、アレチハナガサ）が
再び分布・定着した。時空的に変動している生物多様性に対し、ICT を用いた市民科学は有用な
手法であることが示唆された(Ham et.al., 2022)。 
 
(4) 流域市街地におけるグリーンインフラを活用した洪水被害低減のためのアプリ開発と実践 
市民科学のアプローチで雨水流出環境評価ツールを改良し、二子玉川地域周辺を対象として

住民自らが流出抑制へ寄与できる環境の条件を調査し、庭による雨水浸透性能の向上に向けた
コミュニケーションに活用した。その結果、排水系統を単位として、戸建て住宅の位置・規模、
配置・構造に応じた流出抑制への寄与度を把握できた(横田,2022)。 
 
(5) 成果の公表と市民科学の書籍の出版 
研究結果を国際誌、国内誌に発表すると共に、市民科学の国際学会、日本環境学会及び日本生

態学会において発表した。また、得られた成果は市民科学研究会（一社/生物多様性アカデミー
主催）や東京都市大学夢キャンパスで広報し情報共有を行い、一般市民や社会に還元した。また、
国内および海外の市民科学の最新情報の収集や視察により得た最新の市民科学の知見や情報を
整理し、市民科学の日本で最初の包括的な著書を出版した(小堀、2022)。 
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